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奥
駈
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（
玉
置
山
→
２
１
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森
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巡
視
・
整
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 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
５
月
１
４
日
（
木
）
晴 

 

◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
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２
名 

 

天
候
不
順
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
遅
れ
て
い
た
、
玉
置
山
か
ら

２
１
世
紀
の
森
間
の
巡
視
を
や
っ
と
行
う
こ
と
が
出
来
た
。 

午
前
８
時
半
前
に
２
１
世
紀
の
森
に
到
着
、
し
ば
ら
く
し
て
沖
崎
さ
ん
が
到

着
し
た
。
東
屋
か
ら
林
道
を
上
が
っ
て
、
奥
駈
道
の
石
柱
が
あ
る
登
山
口
傍
に

梶
野
車
を
置
き
、
沖
崎
車
で
玉
置
神
社
の
駐
車
場
へ
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

２
１
世
紀
の
森
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
置
神
社
ま
で
に
標
識
整
備 

途
中
、
村
道
脇
の
標
識
を
取
り
付
け
直
し
な
が
ら
、
１
時
間
２
０
分
程
か
け
て

駐
車
場
に
着
い
た
。
駐
車
場
入
り
口
に
は
柵
が
設
け
ら
れ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
る

が
、
売
店
の
御
主
人
の
了
解
を
得
て
駐
車
す
る
。 

 
 

 
 

 

玉
置
神
社
の
駐
車
場 

 
 
 

 
 

折
れ
た
楓 

 
 

 
 

 

倒
木
処
理 



駐
車
場
か
ら
少
し
道
路
を
歩
き
奥
駈
道
へ
登
る
。
１
０
分
程
で
玉
置
山
山
頂
へ

と
続
く
奥
駈
道
に
合
流
、
花
折
塚
方
向
へ
左
折
す
る
。 

合
流
か
ら
一
分
も
歩
か
な
い
う
ち
に
、
折
れ
た
大
き
な
楓
が
道
を
塞
い
で
い
た
。

幸
い
折
れ
た
部
分
は
完
全
に
分
離
し
て
い
た
の
で
、
太
い
と
こ
ろ
一
ヶ
所
を
切

る
だ
け
で
道
は
確
保
で
き
た
。
残
っ
た
枝
先
の
不
安
定
な
と
こ
ろ
を
切
り
落
と

し
て
一
本
目
は
処
理
完
了
。 

 

か
つ
え
坂
を
過
ぎ
、
一
旦
村
道
に
出
て
、
再
び
奥
駈
道
を
２
０
分
ほ
ど
歩
く

と
杉
の
木
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
直
径
が
２
０
㎝
弱
の
物
だ
っ
た
の
で
、
３
ｍ

位
の
長
さ
に
切
っ
て
、
谷
側
の
土
留
に
置
い
た
。 

 
 

 
 

 

２
本
の
杉
斜
木 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

花
折
塚
で 

そ
こ
か
ら
２
０
ｍ
ほ
ど
先
で
、
杉
の
斜
木
が
２
本
、
枝
先
が
道
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
、
奥
駈
道
は
通
行
不
能
。
山
側
に
枝
先
を
回
る
迂
回
路
が
出
来
て
い
た
。 

昨
年
の
３
月
に
こ
の
区
間
は
整
備
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
す
ぐ
に
倒
れ
た

よ
う
だ
。
こ
の
付
近
は
、
毎
回
斜
木
が
あ
る
の
で
、
倒
木
多
発
区
間
だ
。 

２
本
の
斜
木
は
１
０
分
少
々
で
処
理
完
了
、
先
へ
進
ん
で
花
折
塚
で
休
憩
す
る
。 

花
折
塚
の
す
ぐ
先
に
倒
木
が
一
本
、
完
全
に
枯
れ
た
木
で
、
珍
し
く
斜
面
の
上

か
ら
下
に
向
か
っ
て
倒
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
倒
木
は
谷
側
か
ら
山
側
に
倒

れ
て
い
る
物
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
こ
こ
は
逆
向
き
だ
。
上
に
あ
る
根
の
部
分
の

状
態
に
よ
っ
て
は
慎
重
な
処
理
が
必
要
に
な
る
が
、
根
に
土
は
着
い
て
お
ら
ず
、

５
０
㎝
ほ
ど
の
太
い
と
こ
ろ
が
よ
く
見
え
て
い
た
。 

枯
れ
て
か
ら
長
い
年
月
が
経
っ
て
、
根
も
腐
り
地
上
部
の
重
さ
に
耐
え
か
ね
て

倒
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
根
ま
で
の
長
さ
も
７
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
一
ヶ
所
の
切

断
で
排
除
で
き
た
。 

 

そ
の
後
、
水
呑
金
剛
ま
で
に
２
本
の
倒
木
を
処
理
し
、
村
道
に
出
て
、
奥
駈

道
案
内
板
の
前
で
昼
食
を
摂
る
。
午
前
中
か
ら
少
し
吹
い
て
い
た
風
も
あ
ま
り

収
ま
ら
ず
、
半
袖
で
は
寒
さ
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
歩
く
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
。  

 
 
 

 

古
屋
の
辻
着 

 
 
 
 

 

展
望
台
付
近 

 
 

 
 
 

 

村
道
合
流
部
で 

 

昼
食
後
、
再
び
奥
駈
道
に
入
り
２
１
世
紀
の
森
を
目
指
す
。
稚
児
之
森
、
蜘

蛛
の
口
を
経
て
如
意
宝
珠
岳
に
登
り
つ
く
。
昼
食
以
後
、
倒
木
は
無
く
奥
駈
道



に
も
異
常
は
無
か
っ
た
。
如
意
宝
珠
岳
か
ら
古
屋
の
辻
ま
で
下
り
、
登
山
口
に

置
い
た
車
ま
で
２
１
分
で
到
着
し
た
。 

 

車
で
玉
置
神
社
の
駐
車
場
ま
で
戻
っ
て
休
憩
し
た
後
、
歩
い
て
確
認
し
た
場

所
に
標
識
を
設
置
す
る
。 

 

展
望
台
付
近
の
奥
駈
道
が
、
新
し
く
作
ら
れ
た
林
道
で
分
断
さ
れ
て
、
順
峰

の
場
合
、
入
り
口
が
判
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
た

林
道
を
３
０
ｍ
ほ
ど
下
る
と
奥
駈
道
が
見
え
る
が
、
林
道
の
入
り
口
に
は
チ
ェ

ー
ン
が
張
っ
て
あ
り
、
こ
の
場
所
に
標
識
は
立
て
づ
ら
い
の
で
、
村
道
の
脇
、

下
方
に
奥
駈
道
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
標
識
を
設
置
し
た
。
逆
峰
の
場
合
は
道
な

り
に
進
む
と
村
道
に
た
ど
り
着
く
の
で
、
標
識
は
設
置
し
な
か
っ
た
。 

(

記
；
梶
野) 
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